
２０２３年度　市立函館高等学校　シラバス

1 〇 ○ ◎ ◎

2 ◎ 〇 ◎ 〇 〇

3 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

4 ◎ ○ ◎ 〇

5 ○ ○ ◎

毎時の提出課題（ワークシート、
レポート、小論文等）の内容につ
いて、意欲的に取り組んだかを評
価する。

授業中の発表・発言、討議な
どに取り組む姿勢、及び定期
考査から、思考・判断した過程
や結果を表現できるかどうか
を評価する。

必要な資料などを適切に
活用して情報を得て、まと
めることができるかどうか
を評価する。

レポート等の課題達成状況か
ら、基本的な事柄を理解し、知
識を身に付けているかどうか
を評価する。

道徳教育のねらい
・現代社会に関する様々な時事的事象についての理解と認識を深める。
・ニュースや新聞記事などの題材から物事を論理的に考え、表現する力を養う。
・現代社会に生きる人間としてのあり方、生き方について多面的に考える力を養う。

現代社会の課題を取り上げ、人間の在り
方や生き方について理解させる。

育てたい６つの力（資質・能力）

グループワーク

なし

課題提出

評価の観点

現代社会の基本的問題に対する
関心を高め、意欲的に課題を追
究し人間としてのあり方、生き方
について自覚を深めようとする。

自ら課題を見いだし、広い視野に
立って多角的かつ多面的に考察
するとともに、社会の変化や様々
な立場、考え方を踏まえて公正に
判断し、その過程や結果を適切
に表現する。

学習活動内容

科　目　の　目　標

課題研究
プレゼンテーション
問題演習

使用教科書 使用副教材
なし

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
現代社会の課題について基本的
な事柄や、学びについて理解し、
その知識を身につけている。

諸資料を多くの媒体から収集
し、有用な情報を主体的に選
択し活用して学び方を身につ
ける。

評価の方法

公民 社会教養 2 ３年次 内山　直希

 科　目 単位数 年次・コース 教　科　担　任

6

主体的学習力 基礎力 思考・分析力 発信・表現力 自他認知・協働力 計画実行力

1 2 3 4 5



社会教養　授業計画

　4月
・各種資料や新聞記事などを使
用しながら、政治、経済、国際社
会の基礎知識を身につける。

・公務員試験、大学入試の過去
問を用いながら、現代社会 の諸
問題について考察し、理解を深め
るとともに文章表現の力を身につ
ける。自分の進路に関連した
ニュースや出来事などから、自己
の進路意識を高める。

・政治経済や国際情勢に関する基本
的な知識や一般常識を身につけら
れるよう、公務員試験、大学入試 の
過去問や各種教材を使いながら学
習を進める（２０）

政治・経済・国際社会に関
する基本的事項の理解と、
現代社会の課題への考察
演習等
  (30)

オリエンテーション

※就職者の場合は必要に応じて
面接に向けた対策などを行う。

・各自で興味・関心のある課題か
ら、テーマを設定し、図書館やイ
ンターネットなどを利用しながら資
料を作成し、発表する。

・進学者の場合は推薦において
は面接に向けた指導や論文指導
を行い、一般受験の場合は地歴・
公民科科目の補強等も行う。

・メディアリテラシーを養うため、各新
聞の比較やインターネット上の
ニュースの比較等を行う（１０）

・政治経済や国際情勢に関する基本
的な知識や一般常識を身につけら
れるよう、公務員試験、大学入試 の
過去問や各種教材を使いながら学
習を進める（１０）

・ニュースや新聞を題材にしたレポー
ト作成、調べ学習、プレゼンなど （１
０）

・現代社会の諸課題から、社会の変
化や様々な立場，考え方を踏まえ公
正に判断し，その過程や結果を適切
に表現する
（１０）

政治・経済・国際社会に関
する基本的事項の理解と、
現代社会の課題への考察

                       (30)
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　　授　業　計　画 実　施　状　況


